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エネルギーとしての水素

①最も豊富なエネルギー源。さまざまな資源を出発点としてつくるこ
とができる
⇒ エネルギーセキュリティに貢献

②電力を（水の電気分解を通じて）大量・長期間保存ができる。
また、長距離輸送することもできる。
⇒ 再生可能エネルギーの有効活用

③利用する時に二酸化炭素などの大気汚染物質を排出しない。
⇒ 地球にやさしいエネルギー

つくる

ためる
はこぶ

つかう
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水素を取り巻く世界情勢
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日本の水素戦略

2009.5 世界で初めて家庭用燃料電池エネファームを販売開始

2014.6 経済産業省「水素・燃料電池戦略ロードマップ」策定

2014.12 燃料電池自動車の一般販売が開始

2015.12 気候変動枠組条約第21回締約国会合（COP21）

 ⇒「パリ協定」の成立（2016.11）

2017.12 水素基本戦略：府省横断的な、世界で初めての国家水素「戦略」

2018. 7  第５次エネルギー基本計画：調整力の低炭素化としての役割にも期待

2019.3  「水素・燃料電池戦略ロードマップ」改訂⇒基本戦略目標達成に向けたアクションプラン

2020.10 菅総理 所信方針演説でのカーボンニュートラル宣言

2020.12 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略（6月改訂）

2021.10 第６次エネルギー基本計画：2030年 水素・アンモニアで電力の1%

2023.3 水素保安戦略策定

2023.6 水素基本戦略改定
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多様なモビリティにおける水素利活用の期待
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名称：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
NEDO（New Energy and Industrial Technology Development Organization

設立：2003年10月1日（前身の特殊法人は1980年10月1日設立）
職員数：1,464名（2023年4月1日現在）
予算：約1,528億円（2023年度当初予算）＋基金事業 約6.1兆円
NEDO HP：https://www.nedo.go.jp/index.html 

本部：神奈川県川崎市

NEDO

https://www.nedo.go.jp/index.html
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固体高分子型燃料電池利用高度化技術開発事業 

水素利用等先導研究開発事業

2020

超高圧水素インフラ本格普及技術研究開発事業

固体酸化物型燃料電池等実用化推進技術開発事業

燃
料
電
池

水素利用技術研究開発

2021 2022 2023 2024

グリーンイノベーション基金事業
 (2021～2030FY）

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた
共通課題解決型産学官連携研究開発事業
（2020～2024FY）

水素社会構築技術開発事業（2014～2025FY）

競争的な水素サプライチェーン
構築に向けた技術開発事業

（2023～2027FY）

NEDOの水素・燃料電池プロジェクト

革新FC
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◆ 事業期間：2020年度～2024年度(5年間)

◆ 事業規模：79億円程度（2023年度）

◆ NEDO負担率：

委託事業 ［NEDO100%負担］ 助成事業 ［NEDO50％以内負担］

◆ 研究開発課題：

研究開発項目Ⅰ「共通課題解決型基盤技術開発」
• 2030年以降のFCVや業務・産業用燃料電池への実装を目指した技術の開発。

研究開発項目Ⅱ「水素利用等高度化先端技術開発」
• 2030年以降の更なる燃料電池システムの低コスト、高性能、高耐久に資する水素貯蔵関連

技術や水電解などのその他多様な水素関連技術の高度化に資する技術の開発

• 研究開発項目Ⅰの性能やコスト目標を凌駕する燃料電池の実現に資する革新的な要素技術

研究開発項目Ⅲ「燃料電池の多用途活用実現技術開発」
• 2030年までの燃料電池の多用途展開を目指して、エネルギーマネジメント要素も含めた実証事業等

• 燃料電池システム、水電解システム（アルカリ水電解、PEM水電解）のコスト低減を実現するための

革新的な生産技術や周辺機器、これらを含めたシステム化技術等の研究開発

革新ＦＣプロジェクトの概要

2030～

2035～
2040

～2030

水電解
水素貯蔵
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２０２３年度 実施 全８３テーマ 延べ２２３機関

 ２０２０年度 採択テーマ ３３テーマ 延べ８７機関
 ２０２１年度 採択テーマ １９テーマ 延べ４３機関
 ２０２２年度 採択テーマ １７テーマ 延べ４７機関
 ２０２３年度 採択テーマ １４テーマ 延べ４５機関

 PEFC関連テーマ数 ５１テーマ 延べ１１５機関
 SOFC関連テーマ数 １１テーマ 延べ３６機関
 水素貯蔵関連テーマ数 １１テーマ 延べ３６機関
 水電解関連テーマ数  １０テーマ 延べ３６機関

２０２３年度採択テーマ
研究開発項目Ⅰ 共通課題解決型基盤技術開発（PEFC） ３テーマ
研究開発項目Ⅱ 水素利用等高度化先端技術開発（PEFC） １テーマ
研究開発項目Ⅱ 水素利用等高度化先端技術開発（水素貯蔵） １テーマ
研究開発項目Ⅱ 水素利用等高度化先端技術開発（水電解）  ７テーマ
研究開発項目Ⅲ 燃料電池の多用途活用実現技術開発（助成） ２テーマ

革新ＦＣプロジェクトの概要
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○2030年頃のIV目標（BOL）と材料目標

2030年頃のHDVロードマップ目標

耐久目標：50,000h
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○新規アノード触媒による膜劣化抑制
＠山梨大

○カソード触媒の高活性化・高耐久化＠京都大

ＰＥＦＣ関連の研究開発

出典：NEDO成果報告会資料
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出典：NEDO成果報告会資料

○ラジカルクエンチャーの移動抑制＠上智大 ○電解質膜の高性能化・高温対応＠東京都立大

ＰＥＦＣ関連の研究開発
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ＰＥＦＣ評価解析プラットフォームの構築
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○MI解析プラットフォームの構築

ＰＥＦＣ評価解析プラットフォームの構築

○材料の高度解析

○システムシミュレータ
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○東京理科大学 根岸Gr ○神戸大学 南Gr（甲南大学・積水化学工業）

ＰＥＦＣ関連の研究開発（新規参入）

出典：NEDO成果報告会資料
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○プロトン伝導セラミックセルの高性能化・高耐久化 ○高燃料利用率での長期試験と劣化解析

ＳＯＦＣ関連の研究開発

出典：NEDO成果報告会資料
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水素貯蔵関連の研究開発

高圧タンクの開発シナリオ

100k systems/year

商用車タンクコスト試算＠DOE

出典：DOE Annual Merit Review
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PEFC生産技術の追加公募（2023年度）
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PEFC生産技術の追加公募（2023年度）

プロセスインフォマティクス
共通基盤の構築

エージングプロセスの現象
解明（触媒吸着／湿潤）

2023年度研究開始
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アルカリ PEM AEM

横浜国立大学Ｇ：
プラットフォームの構築と評価解析手法の確立

同志社大学
：パイロクロア酸化物(A2B2O7)
系触媒と非金属導電材からなるア
ノード電極の開発

東ソーＧ：水電解用触媒
（IrMnOx）の事業化技術の確立

東工大Gr：
膜、触媒、MEAの開発

日本触媒G【助成】：
高圧方式に適した大型装置・セパ
レータ開発

北海道大学Ｇ：
MIを用いたアノードのIrフリー化

山梨大学Ｇ：
膜・触媒の設計と量合成、MEAの
設計、スタック化検討

山梨大学Ｇ：
Ir触媒の高活性化、使用量削減、新
規Ir触媒開発

産総研Ｇ：
スタックと大面積セルの開発

SCREENホールディングス【助成】
：大面積CCM量産製造技術開発

水電解関連技術の追加公募（2023年度）
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水電解のNEDOプロジェクト全体像（参考）
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燃料電池技術開発ロードマップの策定（HDV2035目標）

HDV向け2035目標を新設

➢ 大型トラックの他、船舶、鉄道、建
機、農機などの各アプリケーションに
対応した共通目標を設定

➢ 燃料電池（FC）システムの目標に
加え、水素貯蔵システムの貯蔵性
能・コスト目標も設定

・耐久時間：  50,000h
・システム出力密度： 0.75kW
・Pt使用量：  0.13g/kW
・作動温度：  -30～120℃
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燃料電池技術開発ロードマップの策定（HDV2035目標）
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高圧水素：
「低コスト仕様」タンクの開発戦略を提示
安全率等適正化戦略の策定
環境負荷低減に向けた活動を追加

液体水素：
圧力・貯蔵密度・材料の関係を定量化

燃料電池技術開発ロードマップの策定（水素貯蔵）
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燃料電池技術開発ロードマップの策定（DX）

■製品・システムなどの高性能化などに向けた研究開発を加速し、目標を早期に実現することを期待
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燃料電池技術開発ロードマップの策定（DX）
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燃料電池技術開発ロードマップの策定（高度解析）

｢SPring-8-II シンポジウム 概要説明資料 (2024年8月2日)｣ より抜粋
https://new.spring8.or.jp/images/spring8/spring8-2/symposium_y3.pdf
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ご清聴ありがとうございました
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